
3、・主亘郊畜舎（豚舎〕皮ひ、附属施殻に関する   

寮重層〒究〔抄録）  

イ旦当  
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天 頂 紹 也  

加 藤 已と竃  

工 陀害献金の濁度実態覇沓  

■  て二   「コ   

縁台構造の庇いJ乙よって、仮のノ壁卿′鮭やぽノ鰻衛生上に、し＼ろし＼ろの影響左  

与えるZヒカく、椅僻これてし＼るが、敬承Zの蛋凰徴発蒙の常裔jてついての窟腰  

細ヱよ喝ノ云至、が．あ点り得れれこし＼就かっ色危め一之、舵考玖各の戎計要素ヒ」く  

湾流7る潔劉ほ宜しし＼覚状である）   

そ之こ■啓一－礫贋ヒして、寄金礪壁上の違いとして．堵電式戌び礪萩式の守  

備ほヒリあが．その甥虜宍慰を瀞l児レ 者余丁有戸卜の】穿慶孫′輯はど¢ようぷ宴  

が、生す、るかIZついての基礎悶だ質料を得る官懲をもって茶園沓互巽東い乏．   

、 、∴－ －  ‥   

（／）封ノ監麻金の偲淀  

鋼管の打茨ヒし花習合威筑豊珂萩式飲食2作綻びに疫密教膚スレート  

乙よる餌瑠東欧合点び菰垣餌牽東棟舎各々／件であ′ユ Zれら功荷造俵克   

ほついて一ゴⅡ′Z京7ヒち、クで、あ烏レ  

て●－・   

剰足の婿蔀＝乙つし、てぽ、年間空風じて廃、乙台然堵魚絡ヰの麗し、賃暮ヒ冬   

新見つし＼て出象るノどけ、代蕎関茸礪天の百を曹几で行っR。割虞の′て丘温｛三   

ついて＝惑．金村戎7祈年麻布ヒLて．床上／タ∫C別のヒヱろズ～∫カ打互   

童恵美＼佃ヒして荘、床上3∂C肌．／ブ∂∽し将アト 屠播‾「ゴ♂乙ノ八の済f点ほつ   

いて／ヘヱカ所き、天々割ぼ」、舎夕日Zついてぼ．／ワ啓臆上ノゴ∫乙此の   

劉貞／Zつし＼て執定」花．  

和 別居環虻牒守／硬君恩鼻  

ノノ ミ違憲磨  

イ） サーミス7一温賽計  

ロ）アワブスト孝標革癌計  

ハ）フスマレ慮虞還湿霹オ  

lユニ〉   



ニ）宙記法亨豊壌新  

刀 昂臥 風！温或び〉冬邸カ  

イ）カア塔頭計  

ロ）栗東徹底監軒  

ノ＼ノ 閻悩膚畳軒（曹笥式）  

3ノ 網應■傍帝悶賭二啓計  

〃j 額クト線審 M⊂」頃可計  

∫） その場  

1）天気1覿宏  

ロ） 蜜琶  

ハ）モのイぜ■ 常登夜食の犀、魔の樹柄武鑑等   

揖ち、別便1息ほつし、てd、繁務抒礫梵番∫Z惑いて、尺ク訝療翔正と行フ  

／乙○  

チ 動座饉栗ヒ薫牒   

」．房孝男緊，憎（こつし＼て  

（／）命内中東部ヒ金ダトヒの温藍序匂麓  

′）；最腐  

食用勿寒声ぼ、尽め⇒疋懇一乙大王な学窄互針丁ゐので、秦専j二為し、⊂   

lJ．威の萌し、採取！∠ち、ける温超が蘇も間願ほ且ゐ．  

覆／から董2に表す判定府の舎クトほおける薗蜜は、象∫弓乙京才よう   

IZ、承筒底壷でフ・㌢弊払三 ℡あク その穴間合ぼ億〃＼【Z／′矩⊂でちっ  

て．  

乙の・よラ払爾威名しくは素慮比丘し、状態【乙ぉし＼て、斬柾式豚舎て周   

塾l勾外の温春夏の琶寄d．ヱ痛点びZ／鱒の丁／／クcであっ産択．甲  

甲ば舎ダ佃盲窓∂く、土葬丁ノらたのにノ弓の乎己g考憲の桑∈単 一q∠フタ〔こ  

と宛／Lピノ萎がなし＼。  

啓蟄耳隊会せ甘 24曙から∠倍勇樹一之温度差かヾ、大きく、ナノ／βCカ、  

ら十′∠ノp⊂く‡磨ったが、貰圃のダト茸憲の上好ヒヒ乞ほ濫厚薄が小さ－く   

就久 ノ日の字咽衆愚力要百恵十云．∫ムク亡亘あっ一を。  

之のように、磨挙り」節電式麻金⊂斡つ⊂立願甲轟音∴エ丁■1」て′生新プご  

健一乙すゐたd＝乙．雷扁温膚差て＝丁／、ナウ⊂」ぺl月と■比散村／J、三い  

ヱ〉 云乱伐  

大気中′乙ゎけろ遅寝房 

みいて竜、金剛大、態一之釣る蘇合で．よ．乙の彩管を置療うけて．√荷受関  

、．こノ1   



．ユ也 同仁・よぅ右頚化と長してし＼るが．椅IZ濱琴！ま、瀦麻や承舎巧′軟  

水はL．よ局詔孝之ラ！丁ゐのモ、ゴ甲止麓干舎lメマの湿度ヵミ、筒く．耐或、碍  

鰍：う頂形式ヒも天産刀ご註く．碇泊ギ中は金将が∫？ん蒔く．有岡gJ％  

葦／底く法ってし＼乏。   

肴／．固有式歌会（観光〟∂／の蕨舎）の舎何千宍確定舎外巧澄渡蜃  

豊  

i温湿磨屈■浮環軌   ■  ∠貯  ヲ膵  ／2噂  ′∫暦  ／∂房守  2／詳守  24帝  平吋】  ∠1  宅 ∃家  i2す．プし  2〃．タ  2♂ア  タフ2  lゴプ．2  ユチ／  ヱ7．2  ヱ〆．占  2ア♂ヨ  金  患 辞’  プヲ．／  ＿2ヲーク  2∫．2  ヱ♂・7  ヱ∫．7  2ダ7  2√．ク  フJ‘    蒋  要 屠  タ／％  ♂タ  ク∠  フグ  占∂  占タ  ン⊥  ヲ．ア  フナ㌻  ♭ 金  安 堵  ヱj．20ぐ  ヱj．チ  プア′£  ラブ・ヂ  Jブ・ク  プチク  ヱムノ  ヱ∫．2  ファ計占   湿 塙  クク占○⊂  2ヲク  ．ヱ占ノ  】ヱ∠・タ  ヱ∂，∫  2〃．7  コJ‾．∂  ヱ卓ゲ  
クト  委．．層  タ√％  9／  7＿2  f7  … f〃  l∠∠  ぶ ∫  タ ヲ  7占云  4－わ  讃し ′喫  十ノ．／ウ亡  ナ∂．∫  一ク．ヲ  －1ク・7  ‖ i－ク・き  十♂ノ  ナ／，′  一β占  ー♂βご  ．蒙 ロ  叢 壌  ー≠ツ；  一一ヱ  十 ＜／  】 丁：ヱ／  ‖ 十‘  十 3  ー／  T／  十∫ ■∵   

羞Z 周頚滅私告（祈∫窄〝∂ヱの駄卦）の一会■イ平だ笥ヒ谷戸トの温顔篭  

忘扇動斧閏   5J持  ∠月守  ヲ帝  ／之打者  久愛碑、  
金 冠範  ′  巨”．∂  5 2‘∠．∂  ∫∠一∂    】 ∃Z／g■亡  22．ク要ヱヱ9   2J．2  碍 痘 商   －    ′  チ 3  ♂ 7  7ク   
b  費 戒  ユノ∫‘r  ≡ ヱ／夕  ブタ．ノ  j／7    】湯 煎        虔∂ 

．7  

温 顔       ∠ク   

∫
 
チ
 
 

√
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－
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フ
 
 

之／チ j ヱ亘タ∫  

グ占lアク  

遼 篠  

葛 寒  1∵  
－aグlナク・／  

ナ 言 j ナ 5  

／2J僻錯ざ解合閤ほおける弓置渾分布   

ノノ 官盈分布   

頭像有家藤各l竜，彪ぎ着果膚スレート琶量産撒で町懸河が塵櫓下ほ婚う  

てないので、覆51Z武すよう′Z8年の萄い稀光邑囁けて摩櫓下ヲ♂∠・％し  

のヒZろごぼ、床上う∂乙ガこの腺の行旬丁る1∬愚ヒ妃ヾて日中庄ノ．∫∂こ  

射り高＜‘ぼっても、リ、ま在、床上／∂∫乙〃し¢甲圃点ぐ庄食中の嵐の召撃  

と象ヶて蔑和し．一定L何僧と示してし＼なし、が その大部合一．ユヒ下‡罠  

（ス¢）   



顔の乾田関にあり、且つ 合邦禿盗よりも大部分巧雫両軍痛が：嵩＜なって  

し、るヱヒぱ．虐届からの烈虐入ヒ対流奥の蕃響をうケているヱヒがうか  

カヾわれる。  

索3 ／島村凰虜の壁露分布 （託翠川＝仁㌢の涙金）  

？ 月管   ／ク煎   ／2府  l／率曙   ／∫薫   

a飢   2よクク⊂   J♂一ク   ラフ．占   3ぎ．ヱ   3フ．タ   

励し   之a〆⊂   タク．♂   Jフ、∫   3タ∂   ゴマ．β   

a〃く  Zま♂Oc   Jク∝   3ズ．占   J∫．／   タヱ∂   

Jわし  」ズよ占J⊂  ブク．／   ゴプ．3   ブヨ．β   ∫さ＋千   

乙勿ll  プチ9P亡 ∫／√  ∫∂r  ぎ〃．3   刻                                                 C介し  lヱ9∫■c  ∂／．ゴ  タグ．3  葺5．9  ラ∂．9            タブ．♂  ‘〝乙  スぎ．㌢で  ズ9ぎ  j♂、ク  ∂ぎ．∂              ヨ＃．Z   
判削守   

洲晃痴印  

各  省   丁世  上  ノブ∫   

命  床  上   ゴク  

床 上 ノ∫∫  
呵  
度詔下  Jク   

′匁  ノ家  上   jク  

東 上 ／タ∫  
呵  
Ⅱ  産据下   タ♂   

Z）■水平カ＼帝   

金内温顔の水平介市モ療．中央碍は・窒茸のイ革滞がみられる乙ヒから  

／日の平野ご奴瞭も高く．次し、で園～架～面一一比巧噌ほ低くなってし、  

る。   

また、／βの鱒高温腐モみると、ノ∫帝ほちし、て、帝・珂へ中東・  

苛・ゴこの頃J乙以っており、帝爾の貴市からの威．の影響の姦し＼乙ヒ∂ヾう  

かがしゎ㌢し危。   

展4． 金村温屠の水牛令布 （凝；患〝クZの承舎J  

中  
金  
果  

l  測温瘍郡 乳堅空空J   ム頗  9暦  ／え椅  ／㌻曙  ／ぎ蹄  ヱ4縛  1平河  舎叶  豚舎 碕 北 側  2／ヂc  ズ〃．ア  J♂4／  3ク．〃  ；クズダ  2ノ．2  2∫．ノβ  
壱  ノ酬  フプノβ乙  2〃．∫  ヱク．d  lうク．ア   2〃ニク   ヱ／．占  プJ二∂β  

南  側  フズ．タク⊂  ヱよ／   ブク、〃  βク．タ  クヲ〃   プア．タ  ヱ∫．グ′  
碍  

l  

北  側  ズ∂〆⊂  ご⊥＋∫   2タ∫  iヱク〃  フ‘（．ク  2／．7  クよ∫∂   
び）徴■周密ヒ冷却カ月び気動  

／）啄参内外の鹿渡の比政  

利危局はあける豚舎内タトの慮慮左研忍戎眉び－内名或の再審金／之つし、   

てみると、壱∫のとぉ－リ ごあ っ危，  

即ち、濱溺命常圧㊤みるようほ．谷内甲英都の温席上昇の要図ヒ」  

しご∫1   



て．直接からの無買入ヒ頭∫乙成風ク衣魚ヒが番えら爪る狭で・、て．∵翠実．  

金将甲粟周の鼠壁ば一 環飯式歓金（鹿渡ルク／膵会）モ慮．ク．ヱ％。  

水玉ぐ、麻原上∠♂仇の軌点ほおける尻人千村原質て、乱 β、／♂Jみ。  
でろり．同額表象魯（概況〟ク2汲象ノJ乙ム・し、て扁．その跡櫨が通路  

上ごあっ仁′乙・乙珂めら丁・賽大童、ク∫％。、平河でl庄♂．∋占ヱ‰ ヒ両  

形式の款舎ヒも．八体l乙l宣殆九ビ蔭ぜられなし、程度の磯風丞∈あっ厄．   

ZのZヒ～ま、岬済ま隊舎ば・礎タリモ虐あるが大孝飼育啄金モあるため  

t乙喚行が宋い乙ヒ、珂領式承舎にも、し、て痩デンマーク式喝タノ腰金ごあ  

ろ乏め】乙1焙IZ賓卑の喝家風が壁体や．都債町ヒ烙印のフ十ロツフ両壁モ  

ニ酎之濫蔽エれてし、るをめで中ると秀えら－れ 泥入■凰盈ぼ愈朴亀鑑の  

抜刀重婚鹿眉ヒなっこし人差L   

塵㌻．患内平丹野ヒ金外政匿の比密   

占   タ   ／一Z   ／∫   ／♂  ヱ／  j一≠  平均リ   

クイZ‰」♂・／ク  
ク．Zク   ク／ク   久／∫   ク．ク∂   ♂．／ク   β．／Z   クノク∠   豪が墜讐  jJ欝                  乳訂よ、金 円                   嫁 番 台ダト  クノブ笈。  ク．／∫   ♂βク   ／ィどク   ／ク∂   a／ゴ   ♂‥ZJク   ♂．／∠  ク〃ヱ∫   

まふ誇票  ク．ヱ彪く  クノ∫■ ク．デク  ク．〃ク  ク‥ZJ，  ♂ノ∫  ！ク．∫β トデ∂   ／．ク∂  β．、r♂   k竺 レ∂∠Z  

ズ）金将平只野の冷却ガ．ヒ気弱   

前項憲∈－ほおし、て・盗渡屠、鳳凰去童ヒし之金将罰候を代讃す烏個  

々の皐因ほつし＼ての考察左行っ。色が．乙れらが髄畠化これ且空気の吟  

郵カほつし、て1乾〃タ魔鏡針を耐いて劃斉し隼借家を示すと葛占のと  

おり ごある一   

郎ち、カタ冷郡刀ヒ感．5∠．∫クこ印ち八條の一千温佗写しし＼カタ餐頗  

針の示層々モ、その画厨の星負J乙よって嬉野三れるガ良し、い．乾カタカ  

却ガの更瀞、雀常時ほおける喋癒範周■ぼ㌧∫～7、承壊蘭の系咋感ムヒ  

されてし、るが．．判定．時の卑温が穿尽る危’め後尾萌形式の承畠の比較が  

東泉点いが、珂濃度密の琉牽IZみし＼て首．瑚硬式薇舎が穿季の濱療養  

イ年下ごば．優新＿こし＼るヱヒがうかがわれる，   

まな、金村の空気況詞密度ほついて礼 金外の叙塵ほ雇い影雪互う  

けて」り‾㌢雇首．化示す慮：虞府l乙ふける策動ぼ、夜占のとみりで、たま  

′㌢度．聞葛式啄舎済【定日の息ダト風径が着かっ乏危めと．（ゴ）〈／）に  

みし、て躇僻したよラに．両磨の嫁舎鐸遥ヒ訝l斉貞ヒの圃像もあ久 前  

額戎健全の桑嘲が天皇く以ってし＼為が、、痢形草ヒ 

（2ム）   



吠下ヒ催し＼偲‘星辰してL＼花。   

嶺占 金将幹男掛乙みける冷却カヒ気剖  

官嘩J   三鷹  ∠   
固有式  盛都刀   々′一（ユそ d、ク雀  よ∂，ず・  7．ア才  ク・〃≠  a′ヂ  】フ・ヱ三岳 フクエ   ／ナ√／   

灰 舎  局：■動  ¢好葺ぬ乙  βク∠ヱ  ∂ノズ5  ぞ／一ダ／  ∂コア∠  ♂．∂ア占  ク．み＿仁／  ク．ク占ヱ   

乙   
チ  ／ヱ  ／r  ／♂  ヱ／  ヱム【                                             阻頚式  埼葛一刀  ／卯謬吸  タデフ  ／／。∫∂  ゲ．〃ざ  ♂．7∫  タフ∫  ー／／．プ∠  ／／・クデ ≡   
覿 会  気 動  ∂”㌘  久／∂d  ♂．ヲクj  ク．2ク5  ♂22占  ∂．／ヱヲ  ク．コア∠  クノ項   
勘紫外線麿戊か爵頚   

囁夕卜感受ほつし、ての削兇／凰鑑竜7のと与りて＼合戸卜l乙ふ・ける珂じ欝夕卜  

懲馨原IZおけると皇の．金村の額クト燦愛で【ま．やばり開放式教会が天で  

．ホ ニ’こ．  

覆7 ∴金将中央部ヒ塵外の輯クト壌亀（る九ダ／c叔ヌ）  

【官舎利 型旦竺動   ∠ 婚  9 埠  ′′j！培  笥硬式l名 村   ク．ク／／∠  クク〃7♂  4ク7／7t♂ク∫ ／♂タフiク．冴  夜 色  金 クト  ク．／デ♂  ／√ク∠   
明朗或、 魚島  ′舎■内  ク．クククーグ  ク、クス占  ．藁司妄 ／・♂ゴ7璽ク・夕   ㊨ タト  ∠＞．／ヱ′  ／∫㌧ク∠  
皇た．鮭賽ほついてば．れが固療覇導金の虞準はよると、エ甥の酎下  

溝ほノ藍宅J∫摩周は2ク■～、rβルフスヒむっており．登園の会声に材サ月  

割繹傾度．覆∂のとち＼り何れも∫クルクス涙エビあリ、田超・武原金グ  

∠曙l乙お、ける∫クルクスば資長時の勘定偲ごあるのご．肥育摩の閏嶺管  

理作一盤上．何等薫曙が成し＼ものと云えゐ。  

老身  全村中英和之みける照責  

畜舎到勤宍狩列  ∠ ■碍  デ・≡／ヱ  覇痴こま 溶 合  J∫ク▲〟メ  ヱ♂クク1〃ぞク∂  周．，額式 豚舎  ∫ク山肌  ≡ ㍗「βL 7ク♂∂   
／ ∫ ＋ ／‘♂  

ば）ノ憂相＝トやワーヒ金村シヤワーの金村竃悪者！乙月ぼ、す影響」乙つい⊂、   

／）／墾償シャ ワー巧珂寒  

構造贋ヲ毘〝ク3」乙鼓す承全戸乙つし、て壱′プ）～／〕の碩で滋養ヾたよう  

J乙．屠偲宰（Zこ町繁材左傾覇Lてし＼題亡ぃて乏ク）柁スレート度穫β、らの牽   

妖射の彩筍が雇ぃのご 

（ヱフ）   



る放めl之．屋肢の（モニ7一度尾篭扱く）両′机上端I乙塩化ビニールノヾ  

イ7βと困し＼て原水Lた効栗ほついて詞香し迄帯零ば．覆9のとおクで  

あっ 花。   

なお、乙のレヤクー∈、鹿屋痛が好形スレートで務るヱとと．ギア末－  

シフ。の堰水力の不定から全虐衡絹の‡在席はLか撒水これていぼか  

った乙ヒ左甲し番える一   

ま丘．イ萩水府礪虚子罰9倍率∫介β＼ら／ス緒5∠ク令謹でであり、劉  

■定は、乙の閏／将司箇ほ行っ危．   

郎ろ∴汀壁ヒしに嚢桶川くの風合の逓濱ヒ化汝して．豚舎中央甲モ威  

屠櫓下5∂わLで一ヱ∂rから－j∂こと低くな′j 床上gク∽乙下＿♂．∠D∠  

から一／．20ご低く．平岡の勤爵∈ぼ．一ク．∫〃ご～一β．チタcイ密かった。   

ま之．水の環くかゎ、っ⊂し、る頭剛め中岡瀞I点モ吐 一4占〃c′－一／∠p  

Cヒなっこム、ワ、大きな逓周整のと彗わ′舎外戚底故．ク．J‰仁 山下  

で渥成層ほd，金叶の官だ気温Jl直ザし＼てい毘が、何れもタト笥濃よク  

傾く保っ乙ヒがで・きた。  

ヱ）食肉；′ヤワーの効果   

前項ほぉいて試験区ヒした／考豚舎の虐篠原水芸ヒめて．六㌻崇区ヒ  

し．2草原魯勅Z．／2府3ク命かβノ占巧まで谷村シャワー を各＼琢．  

虜／ケ・ブつ計占ケの原水五行し、．ヱれ壬紆験丘ヒして．ノ椅珂客に瀕！  

l足し毘終演は承／クのとあ、リモあった．   

印ろ一 ／ヲ膳の習J慄爵位みいては．未だ一打畢直の産侶シャワーの彩  

管か老子凍っていたが．その後ヱ感の判定府I之おし、ても試緩速の金村  

濱夜が葛く．舎アト見直ヒの対比l之みし、て必♂．Zβごヘク．〃♪c鹿茸しか低  

く以ってL、ないので．彦根シャワー ヒ比ヾその効媒がlいぼし＼ヒ云えよ  

う。   

適度佗つし＼て」ま、当然会呵レマワー広が点く亙る乞のと予慰してし、  

たが表何の街果が出こム、リ、その硬好l乙ついてlまネ咽である．   

なム、．合唱シャワーほよって豚体l之7Kカでか小れぼ二 賓化懲こほよって  

借祭とうば‖ゎれて．関賓効祭が新得モミるが、その］大詔と偲隆了ると  

薇人ビ皇頑がシャワーZK皇よけている1大鶴圧乙あったので、気化繋lてよ  

る何者効求lま傘り新得モき正し＼。  

くコg）   



孜9、 虜＿一便 シ ャ リ ー の 効 窮  

ブクー ′  

（ぇ   ′荻 上  タ♂〈功し  訣、  ∵ナ．斗＋∴こ  す J、J      ノ 考  】 ク  ／ゴ∫〝′‘  敬  2∂rクc  ■∂ク，ク   βク占  瑚足場芭   執那守則    jZ 々、  ／ク 月守  ／／府  ／Z帝！                                        ■像′含  虐才最下  gク∠ガL  区  2テク’ク亡  ∫ク．∫  吉／♂  
j／ゴ  

／5∫乙川．  兼  ヱテク♪こ   
王 ♭  床 上  ブ（フ勿／l  テ寸  2チ∫クc   Z弓  〃  ゴク占                               ヱク．∫  ∫ ノ．r  
象   床 上  jクのL  

ーク．∫〃ご  ・一♂∫‾ u   
イF  久一わ 

】  ／ブ∫シ〝し  ー／Z           －／．／d乙  u ！一ク・占  
釆  

≠  
誇  ス∫：が㌧  Z∫．く∠  ≡ ヱ〆・り  7 ス マ 、ノ  仇 乾    i家    ス♂、プロ（  フ グ ヱ  【  3ク．ク   i／考  湿   戒            豚舎  相対滝筍  庄．  ↑ フ ニ▲、  フヨ  〆 ぎ 1   b  範    ゴ求  ；吋  ；ズき・♂Jぐ  2チβ  圭 ゴ／占…   

；窒  球  

絹 布湿原  
、 －－－  

温  周  

頒布ご亀虔  

傷   

勲   

モ現   

ナ象  

温  厚  

麗  傾  

風  塵  

威  仰  

天 気概 冴  

∈愛   殿  

t・：ヾl   



覆／ク ／会 司 レマ ワ ー効 県  

訓尺時刻  順   ／タ 碕   ／斗 碕   ノ∫一掃   

．衣  上  5♂〃卯L  読・   ゴ／中∂こ   3／．占   Jク．∫   

ニ針尺攻召               】  山 iq       l        温 ヱ琶   シ  ／3 ∫乙〃～  験  j′ √〃亡  ゴ ズク  ヲ／．ク  後金   屠碩下 j（ノぐ訊  区亡毒J〟ク8c   jヱ．∫  ヲズ、∫  l    む   泉 上 古ク‘飢  ．す  3ク．√クC  ヲ／．／  ゴク．∫  雲＝ ノ葛   〃  ／∂∫し乱  褒  3ク、7∂⊂  l さ／十ざ  ゴ／．♂   
豚舎  墓雇頂下 
藍  J。。例  区  ヱノ rク乙  ラ3．〃   ヲズ．♂  

直 室分  
′JJ C／ノと  

屠櫓下 J‘フ（示し  十∂、∂♪c  十 ク．Z   ＝二 ∂  

ン  
十★  托、  ’市  仁”．∂ク⊂   

L＿遜   
麿  ご‾b   

珊   】    十フ‥∫∂⊂  十ク 
′ 弓  n …温  ラ 

3／．2クこ   

√．．、■∴，  

り灸  
ノ・ク〈ノ／．〃   

褒   

媚   

ブニア、ク   

∫グ  
ク．♂．・－′ヲ  

金
 
井
 
増
 
援
 
 

窮簡 卜頭帝  

蒔躇 芦 舜碍  

● ■＝＝、  占   l  ヲ   

しごL、、  



β．冬■奪の冴【居托ついで．  

（り ノ金村中穴筍ヒ舎アトヒの濃覆．喫の差＿   

／）温ノ考．  

冬季の金内患贋札 頭季と戌女i乙金外Jウ囁温≦＝燥フ．ビ摩がある繋   

ご、詞覆し電照紋飲食l乙みいても．賽・厨・化の三芳苫「わらわば、．   

でかZっているが．南面ら竜礪訂承竃ほあろため、タト気の傭人一三峰L＼アト   

桑葛の影響玉東くうすてち・ク∴衷′／で示すと舟ク．厳キの痘で牒会   

夕卜よリ十／，9♂こ．戒心でT∂、ZOCヒなっくおり． ′召のキー可ミ孟寮監で   

ば金村が十♂．9∫〃c ヒ以ってし＼た。  

イヌ了  一方礪鰭式豚舎ぼ・印象宿賃舞項スレミート薦りの鹿茸横道である   
花¢、建物匂体の帝司がチく．之のたあアナ象の彩管互うlTてこみり．霞   

／フ．1ニ反す′ようIZ、敢穴の潰屠象モも十ズ．∠∂亡産山温属達て江ト∂．♂〇   

Cヒぼってお久 ／日の辛呵温顔塞モ虻．㊨‡村〃ヾで′47。cヒなり．外   

賓か阻薫香呼が頂虻牒が．開・琵式と比べて碍♂．∫〝cの虚し、しか以∂＼っ   

花ア   

ズ）；荘原   

クト気の濁度【よ．展啓ヒ司横屑牒恒凄く．召草よ低下了局〃く 冬季の   

中将選者軋■ 裳啓ヒ［とぺてスクへと∫わ臆し＼．   

食l巧と金村の混濁違歪みると．夏尊与何様圃冴式蔽禽の方が／dの   

平河値でぼ大電あったが＼最大の産の鱒儲者が穴きく・ 夜 

且閉鎖承懸は、するためIZ、∠僧の判定イ直で諒恕L勺が含クトより 一コア％   

ヒ低く畳つくち、リ、哀感貢㌣の産ご臥・むしろ覇試よと比べこ小さク、   

ったが．Zの膚国ほつし、て広，僻見性窄ヒの礪唾等〃＼ら∴今後¢間違   

点ヒして萄奄丁る必要があろうD  

急／／ 閏萩ぎ取合の合何千東部ヒ合アナの温漫残量蘭泥／」ク4歌舎）  

乾  球  一＆〆   

合   電  

関   浸   盲‾壷有、哩警■し   ∠窮  田                   球  i一千フ∂∠      フ打ふ   
b   老  成  一戸ズJ   

合   遺  戒 l－′あ・ダ   

クト   温  選書 〆・∫ウ   

．久一わ   濱  ノ承 ≧十クβフ  

象  遣  n       凄卜「′jツ   

（3／）   



壱／フ， 嘱領哀歓舎の金内甲共布ヒ金外の温漫虐裳  

し恕竣／Vク ヨ鹿金）  

】 
嘉豆農  到尺御l  占J持   9膵   ノヱJ守   ／r稽   ／計時   2云薦  ヰウ勺   

a   電  球   ぞ，gO仁   7．タ   ／′∂   7．才   アタ   ∫，∂   ∠．タク  

合   遥  蚊   ク．ZOc  J．ヱ   ∠．ヱ   √．占   ヱ＃   ／∂   

呵   選  考   ∫クツら   〃・ゲ   ‘ク ヱ   ク2   イ ヲ   7J）   ナ占  

b   乾  球   ／ズβこ   7ク   ／ク∴Z   ∫．2   〆、〃   フ，占   ∫′ゲ∫   

田   渡・  球  ーβ．〃○⊂  ／率   く′2   3．＃   フ．β   ＿ク．∠  

舛   濁  凛   ♂J％  ゴ ∂   ∫3   フグ   ゲヲ   ∠占   ∫∫．β   

一久＿・b   ミ逢  局  十／．占クc  十ク．g   ナ／．占   ナヱ占   ナ／ク   十′2  ナ／．47   

・虜  －フ7％  ナ／．〃   ナ 9   一 フ   ナ 占   丁 〃   ナ♂．7   

圧）閏領表象会の温環分何  

／）堅忍命布  

之の豚舎恕、頭尋萄香の対象豚竜＼ヒ珂じ豚舎であるため、最／5の   

とあ、り百中ば．大深の熱左うけて屋根下ヲク仁方乙の濱い動尽ご感．簸め   

生活する偲し＼勤怠よりズpCく匿高くなってち、リ．夜間¢、平間軌点の東   

上／3∫cク′乙の亜雷が蒔い割点より乙若干裔く亘ってし＼る。  

Zのようl乙 乎、筒の苫！l点酢Z感度頂〟＼らの烈の傭人ヒ放談の彩管   

象ろけて茨勧がみられるボー．／日を通じて初婚の行動する低し＼イ圧電の   

違反が一啓低い乙ヒぱ．熱の対策佗よって当忍罷る現象ヒレて理解し  

・ざ∴  

養ノヲ． 谷村温及の尊慮分布（花冠〟クヲ豚舎〉  

判定卵打 切薙帝列   J帝   9埼   ／え府   ／∫曙   ／♂好守  ズ午将   

金クト   地  上／5∫占′L  ／．〆亡   7．ズ   ／ク■〃   J．ヱ   g．∫   7，β   

合   庚  上 Jク∠れ  卓ヱ○仁   き．√   ′2．β   尻ク   ア．∫   タ．占   

閃  
甲   ／3∫ム牝  ¢．∫ク亡   ヲ．ク   ′～．∫   ♂∫   テク   ∫．タ   

釆   虚根下  3ク伽L  √∫′こ  ／ク∫   ／イ．ク   ♂．ヱ   g．∂   ∫．ヱ   

ヱ）水平各市   

合唱の水平分牒吊っし＼てぼ、者／〆の巳島＝ノで．／召の平均で・戚、  

廟～虚～宰爽一ま一光の嶋ほ憎く．／司ザモ会アトヒの温環皇の僻ズ∂⊂  

開く到底及び緒明度、占婿の比1イ斗、ヂ酵の乗・這，／2月守の篤・盛  

・簡ノ／J一席のY釆・領収び24帝の欝1■くタトでろり、一群－エ伺ヒ′ タ  

Jニ）   



豹叱密瞞の賢響をうける面の判急が帝し＼。  

点／〃． 合・句温度  房水サ令伸（筑波ル♂j廊㊨）  

」軋堅甲■l  

脾  ？帝  ／プ席  ／∫l摺  ／別宅上川  クb乙  ；72  ／ク．4  〆．2  墓 ∠・∫  ＝  〆（  事 き．」一  ／フ．ク  よク  7．√  4  フ■こ  タ．／  ′■ク．‘ノ  lよ∫  フー∫    フクご  チ エー  ／2∫  17∫  ダク  タ  ∫クC  蔓 ♂∫  ／23  十∫  ク2  r．  rク（  7．∫  ′／、ク  ♂．∂  フ、♂！ィ   
′鼻 面動  

栗  山
・
象
 
読
 
 

僧
 
侶
 
僧
r
 
虐
r
 
 け）窄軋敵■虞ヒ：金却刀頒ひ、笥羽  

／〉．畝会同7卜の虞〔直のn二家   

名喝の風判互喝見よ蘇合・ユ⊃いこ吼 ヤ焚書盲ヒ軒軋頂ノ動の5点と・   

周領戎l乙つし＼⊂．ま 甲宍覇艮び承畠の衝應互j竿竹した遠路エの千司   

蕗にあ、いて執浸し拉簡素lま、宏′′∫のとも、り モあっ花．  

印ろ，礪放言晩舎lヱわ、し＼⊂ぼ．簡葡が開展去れてし＼るため、各執魚   

ヒちその習∫慄偲一∠入うな架勒がなく．金タト風塵の乃笹原∈あったが、   

聞奄云取合（Zフし、てば．ミ羅入する含オの風の彰智色うけ巧い軒 化の   

習Ji貞、と化ヾヤ矢部は佃二く．含舛風艶めノんL人▼ドでめり． ′′頁の平間ごは   

♂．／／／フカ・とこ ■ごめっ／乙｝   

・良／∫、 廃合掲／卜∽威▲ぜの」‥ヒ卓疾  

畜舎刹  順聯l    彗 ∠晴  ′∫咽  ／8網  要ヱ中将  ㌣可  億ノ≒l   

♂／   a／■3占‡  確造牒  

関原式   

‡  
一命  

内   や釆  ■ク、才知  ク．／  ♂，／   ク／   

ク．／ヱ  
♂／  ♂．′∫  l銃／．∫ク  田  

董晩舎  

田   底蜃   ／、ク   ノ‥2   ／r   クー∫   ∂．プ   ♂一7   ♪、紺ノ  

叶   l或句   北高  化領   乗車   1L寛   光麿   化環  

極組   

‖ 歌 会  

！  

田  凰厘   

∴∴十  ♂ノ∫  ♂．∂∫l♂ノ／′   租良好l  
プ∫  ′・∫書／．タニr  

‡ 1   再   ＋ト／／  

、ブ∫、   



しかし、珂版式複合はけし＼て∴も．譲」ニ∫∂、－占∠＝班し の旅巧生洛麒  

モカ軋藍屋群登首「ヒ薮「汀み止・Iオリ7し、ロlソクほよ ってダガ叙切瑚展メ、ぁ  

り ′ガ詣、舎7卜の成句、1乱威ヒ 功圃債が鎧し＼訳でわるが 考、異議は化イ凱  

¢J呵鰭【乙よって体威風垣の♂∫カ竹£乙1父上ゴ乙以る：Lとぼ．乳・伺め嵐  

粛府11くクト∠は叔ら才t広かったu   

2〕合呵平常布こ砲列、の治珂刀こ索‾軌．  

A琴の含べ合印カ ．よ三っ喜ご占なく」＼三し＼程、線隠櫓l～轟いれ≡ナ  

⊂・あり、戒 ノ点くトヒおり、抱緒式承虐が磯舟ている一   

ユた温厚ヒ瑛は：冬印ノブlヱ穴きな凰轟呈膏する嵯箕嵐動鑑頗にフいこ  

古J君噺よ蘇舎クさ当然以がら書きってろ－リ、冬季巧軒命ヒして庶商魂式  

ヒ丁冶／と一客・扱が認めら化るけ   

雇／∠ 軌舎閤升の吟鱒〃ヒ牒牒  

イ，瑠左訂式夜会（菰凍〟∂1⊥蘇舎）  

刀  東  

′璃／J■ヒ仁  

′皮5∂  ス玖プ2  ′〟．三才  ．ク．∠♂   7．タ♂グ  ク．7〟∋   ♂．〃調  ヲ．♪79   

）舎  利  

ゴノヱ∠  ク．ノ∂ク  ♂，ヲ占ク  ／．2′∫  

和   

十クメ7  一′・∋J   －2．戸主   一■〟．7占  ク．7〃ゴ  lクク9占  卜／♂∂占   

ロ 礪貌弐風合く耽読〟少言隊舎ノ  

命  

金  

．象  

r勺  久   

負      斬   久一 b   一／よZゲ  ‾プ“t－∂・∫2   一／ヱ／、r  一之4【7〆  －／．コ∠7 一／．β7チ   一竺   

呼J額外錦魯夜かし頗腐   

蔽㊨将和之わ1ナる解アト殿温戊か’麒虜の動足腰皮衣／7のヒム、りで．覇  

戴式豚舎の叡櫨が悉く、その象ぼ虜孝lエ打lナる測定値より大ごあっノと。  

C、む す び、   

把喜献舎クり碩塵、台村素腐巧構或、配置孝之竃貴腐覆面から換言ミレ亡  

基準額計作成上の登卑左裾る雷寓星もって、周蔵、何層？覇形式l乙つし＼  

て∴ 賃率轟よび私・季の雪祭親展唇周と渕牒し乏鰐泉星尊灯すれ忌t、次のと  

も、りである。  

（三世）   



夜′7 縁台一可クい乙あ、ける葉省礫濾牒が磯牒  

絶 壁  絶  衷  

／√．曙  l9  婿   ／∫府   
⊥〟．ベ  

礪 茶 ま  き 何  々・rず／亡れま ∂．ク．2メ   ク．／∠／  ／．／クク   ／．ク」クク  

啄  舎   金 外  クーヨ∠5   ∠ク．∫イ∠〃   ？√∴∵∵   ノテクク∂   

劉  見  晴  夫  承  席   碍   曙   常   

増額式、 橡 金  金 将   
alタ′こ机2 ク．ク／′∠   

席   

♂ククJJ  山く′べ 才二乙ク   

呟   澗  蔓．   

舎  クト   ク．3∂ゴ   ♂．ク∫♂∫  ♂．ク．ククク   

／／ ク  

む 質季の開現昭′乙みいて公介風速が・人ク肇此痩席の隠 合唱温厚み古   

び妾葦d．舎ダトの攻究ヒ棍オ1年行して櫓珍しこ打り、／目あヰ何基贋   

疫モ庄、周蔵ぜ沃一■d・ク3∂C，布類鼓∈十∂・r占クcてやり・破っ⊂項   

風上の珂紹烏牒し＼ものと去える。  

㊤ 尽季】～みける金満けト？温摂家ぼ・布衣式で・威Tク・ヲ∫∂乙．両局環観   

煮で綻十ノ・ダフさ‘であり、 乾式の碍痘で威儀麓玖罷ほ密度ダ認めっ耽   

るめで．よリー虐乳暖以原信ほ丁るとβ、、呵整荷の割前考（ヱよって′頭   

濃か皇帝のるノ銭亀佐が爵められた。  

③ 金村湿原の垣亀倉間′乙つし、て」言．慮履からの熱賛打・汝常の影響牢   

凄くうけているので、スレートや富鮨観金額棲の屋穏の濁各に庄、星  

夜裏ほ水亀巳メント歓等の呵熱相星軒心る膿黎が虜ふ  

④ 舎l呵気温の水ヰ本市一之つし人て惑．乳卑ヒ冬季牒鷹合して．南朝ヒヤ   

実印が高く、柑則か催い。なあ．平柴野ぼ、墜累の嘩滞も勿イし：村為   

熱の影響が項．わ新してし、点ものと牒えられるク  

㊤ 舎内の生気治帝βマ笥勧巧判定隠から豆穫瑠璃朋巴常軌舎の格監ヒ   

Lて慮．褒巷ほ慮宅解る足、け．依の生渚する偲し＼嗟伺と雨如し、冬季   

d反対化心象磯貝置の書‡容鞄針司で気密ゴ之血祭る席塩IZすろノ色吾があ   

局。  

④ 金一勺の蚤允ほよる艮学友は．乾山㌻♂ルクスJK上がノ凰たれるので、置   

有献打卵凍囁廻／作嘗佗欠樺がぼし＼。  

㊥ 濠季御足武藤あJZおし＼て産金アト混濁よ 

トや慮計級金款叔l三念惑星碓で断矩パ，亨が頒、用ご県てし＼キ了い堵で＝二含㌢う   

ゝ’■＝L在社促‾Fさせるにl言、芝㌍．シャワ一にょる撒水ガ、さl雪ニヘ′ ワ→ヒ   

比較してより勅県的であり、且、ての薇号射貫現杜も少頗で済もので、  

（3∫）   



簡易な匂放として韓寒し得るものと者えられる。  

丑 肥育像合の咋琶頭重  

∴  司   開   

展歓作東は園丁■う苦界カ、ら．その作琶のノヾターン冬知づ、終舎構造や風塵  

箸・の喪計箇から在韓網訂構直配琶ヒする且めの穫希飼承腺乞得る包め虜亀琴  

伊里Zついてその突発皇帝優し乏．   

之 封佼方；去   

留金司東金ほぉ、し＼く、2〟ク承在席の飼醜貌額モ、その村家経軍につUしく  

は  

⑦ 豚舎苑額が傾霞である乙ヒ．  

＠ 展準特薦体飛立確立するために都市近郊【乙おける飼料琶亀ヒの珂蜃  

〃＼ら、額餐学制〔りにつし＼てば．姥傲、爾不等互利網し危混ずか匪倒劉給  

与℡璃碍d7K洗方式によるもの、（ヱ）の詞奄挙例につし、てぼ、配合珂  

碑による粉領鯵与ご．滞滞方竣ぼ額出し方式l乙よる零例モ礪出し．  

③ ヨヂ年ノ異に行っ反咋撃府呵帝蜃の停果そめ取替が覇く．  

④ 垣終網】∠ば、∂＼なりの髄脅威展左納めてし、る寧例と虞拭の各年ヒし  

乃㌧   

（ヱJ朝食単項  

ノ）経営の徹‡乞  

ぶ 際会戊び如意施設の宿直ヒ紀置  

3）作業調査  

イ、精釘に対応する咋蕉の流れ．  

ロ．各嚢素作薯1乙必要ど府固  

几 各専泉一作常IZ必蜜揖制詫  

言 一作裳制作  

田）作登珂奄の方法  

ぐきる克1ナ、平常ビ、あ、りの作資が備われている官費磨び、予備靖奄成  

よって、作紫の娩肌の■頑序ヒテンホ。皇㈲きヒリ化よって商い．衣調香ご  

戚、倍凰判定吼 随碕新改びストツフロウォッチIZよって増し、、作歌動額   

IZつし＼て乱 作署名の歩行釣瓶とト レース L、キノレビメータ・一ご移動定   

離を劉乾丁るヒヒもほ、作潰閃容戊び動作を髭姦し丘。   

え 作紫朗償の桑野栗ヒ薦鶴   

／／）咋購に聾した帝間ヒ草々亨臣寵  

（3占）   



／日の咋掌lユ要L／乏府i吊ヒそ勿歩行疫離化ついて、ヒリまとめた鰭承  

は、蚤／∂、及び慮／9のとち、りごめÅ  

衣／き、函魯挙例†／）巧車東作紫到軒尊碕開ヒ珍物虔摩．  

蔓、  卑 官 日i昨如ダク隼絹♂8天壌席  飼＿最終 の 苗蟹  Yし、夢、Y  
大j準（2ク頭ノ二昨季芦田則方型1  

筒萩、有利2〆♂、〃′〝乙皇  
解合の形よと奇帝  飼 慮 盲頭 数   ニJ∵ご頭  

郎宅卯確‡2∫㍗畜〃′呼   

若  
秀  

月  ノ、珂如痺傭l  ／．／Jタ㌻  

餌  j裸像詠検  ♂、デ∫   賃  黎 窮 ／l下 浜  珂 専 府 呵 弓 拶 動 産 う降       一 億    ⊆    軍ケン頭  ㊨亮顔  ツム  ラ／戒  ％承  “ ‡〃／〃          ′ メ．J●♂  ．4′／  ／．∫ヱ  ゴ♂ず  】 ト”∫  ／三箱詰冨讐欝謂穿け  略  武断敵給う－  ／ヱ．∫〟  ∫二之．ゴク  〃〃．ク  プー〆∫  禦⊥空畑昔慧謡繹禁詣／        〃．  J．〃  Fク、∫〃・／ヱ♂   ㌃㌻臣j鯛荘ヂkク綿樗   
作 煮  射翫沌ブけ 5二その他  ／／．ダヱ ズ．ぎ♂  〃タ．  ゲク，ク  ／クデ  プアメ  ／∠・グレり．∂の喪和盲紫     ／♂．  十 ★  クフ′  】／♂。  ／／・♂雇  
計   乙a与り  ／／デヱク  －1紗．J）  ∠，〃7  ／〆J‘  く∠ク・項  巳 、零  ／．準  備．  ク．／2  ゴク  ヱク  ∃ ∂・ク∠  ／占  いっト鳥－スモ水洗い 川  〉肖 肇  ユ水洗 し＼  β．♂J  ／ム／∫  ヲ7．♂  】／ク5  iヱ∠ヱ  チタ・プ」  ≡ヱ．βの物件蕉  

l   

‖   

十  ゴ．ア♂  ／∠．ず∫  （2・9j。／♂デ   クフグ  山 ∃（′ク・J）  
♂．Z♂  クク  

ク．∂ゾ     欠吉嘲即痴部室  

【  
【   

作 虐F ノ丁て   

2  
u  祇検作 寒 風i髄 曽 生 皮び＼署i／辟の乎                                                                                                                                                                                            咋 衆  毒                干 亭入 乍淡  ノ飽  承  ♂声∫  一グ．  l／♂ク  ♂．2♂・       計  クデ∫  〟．          年 飼 纂 啓     相知軒嘱ト・∫∠ 絹物準腐レ∂ク∫   ク．22 〃2ノ∫ チ2／  J．♂  臼       月、βの突即乍窯…            久∠∂  ／JJ∴∫  ゲ75   J窮  製  プ．ヱ2   ／√ヱ  ク．フ古≡。わ．Z      鎮薇かたブけ  クチタ  ；〃、／〃     ／∠．デ     ■∫その イ也  ′ 十十  J2β  ∫．∫  l♂27  占只∠ F  ヱ／．ん′   毒十  ！／〃メ〃  メ′タ／】  lレク‘）  レr  盟り1  r／Z4り  H 貿  レ紺勿準備  ク．デ占  l〃・クヲ  l／・／  〃．♂∠  ／7．占  ふ∠  貰作東の動照度酌のみ‡ 焦宝パの率偲窄ま、   ヱ象  賃  毒血フ。  暮77／：〟  lフク・ク  ；ク．2〆    ノチ∫  誌 蕉  

作 東  ま丹前、郊蓼  ′ス♂J  ■ク√クプ  u ／チタ  iク・∫ク ク・タヱj  し灯′ト紹ヱい牒輝和訓緩和．玖Cの兵l   伺イ乍栗． t aL／ト二転7   イ硬か友ナ叶  ∠．フ7  2占．zコ至  7．ク   雪 盲十 ‖  ♂宍タグ   “ ヲクク／2i  （∠エ2ノ  空止  ∫／／∠ （／／ダフ     合  計   ／タス∂9  擁丹封    ／ク．クエ  ．フ占ク．Z／  
を／）A己F作演軋 詞奄ナ「象膵舎命のみと調香」7乏♪   

カ年什作東ば．飲食別1‘1巻頭嘩教化JZよって花谷し巧】  

〈きつ）   



（翠登ノ：．r寮豚■舎 2r2垣、、相承舎 ′ヱ／頗）  

5ノ′け作■だぼ．鞘イーF粟分をZ噌＝〔ペ十8）ス2  

亡川ゴ作登は こ．鶏・針鼠4針作窯憂色2憎L．J之．（ネ令ととして諭バズ汁β  

賽／？ 珂奪事例（Z）の虐常備審判所望億間ヒ軍制詮隆  

軋各 年  ヨ  8  鮮血〃／卑銅座計天候牽  ／珂  壌 卓  渾    ・Y⊥∴β」、βこ辛＝   
ノ餌 魯 革 質  

瑚 額 咋 濱 虞    径   王  ズクβ針！  

璃  
！作 

斉  メ象合のテ畠乳と画′頭    lデンマーク式筒雷撃ヰ・j帝一左町   ／㌢√」テク切直                         、法         ノ辟の卑由硬 
パ  ノ狩野／苧碑  ズ・〃さ1   ダ5㌔ソ  ル．7  クク∂  十∵∵＋  ∠？  

威、了  

絡          ムぐ．g  
】 蛋緻痴ク、う卓噸智正l山して  

Jタ∂  ′∫プア．∫   （ぐ占ノ）   

蘭層前節嘩稗叩で・Yめ貫か  

忽  
水＿   軒   ク・ぎ 童フ・ゴク  

jlしゐ  
ヱ軋卦攣頂   ／ズ E・折”  フ．3   ク．デ／   ′∂‾J  ノア．ヲ   

け礫＋肇   

l  

い㌻・7    ‖ lJタブ∂  （ノ■′ノ   宰・ 十ノ十十   くゴプチ）   ．  

琴  村． ；デー2    i♂．ク∂  （占∫j  ／．♂ア   岳 I箆欝ブ称メソ血相   ヱ壌穣遼叔  ／／．∫   ダβ．ゴク  乃′・ア  、フ17≠  ∫β．∫  ェタふ     ゴ．∂   ／ク．クD  ′斤．メ  ／．クナ  コ／占、．∂   ニこ 二   … 射           竺」       ト 「 雇ゴ豊  ズ撒牒入．タ．ヱ    ♂ク〟    ／タタ  ㌢き     妻∫ズ、離∵；             ナタ   （ヱケ）   
置∵／）p作裟点㌻ヱ環ほつしト⊂封筒し乱  

ユノ 怖廼曙断言之占分3J妙  

／）将領崎凰  

イ．軍肇lり）  

／田の咋紫蛸間の総計↓よ延ノ∠）狩伺菊豆のり、そのうう藩も晴間  

左要した尊・一㌃咋浮草・閂頑・蘇票浮常で占碍甥凛且空しており・つし、  

で給餌作濱の鮒2拍間．僻指針珂壁廿三寅力町／感聞、清荷作栗、号入  

作濱の婚ヒ起ってし＼ゐが、礫のニノ針∠ついて緩像めて奴昭画⊂■あり  

也倦のチ占．ギ％養女I斬柳承の辱禦ぐ占のてし、虐．  

（3ぎ）   



・ しかし．ヱり寧偏りりう∴・キ戴働率隊】iヰ椅肇クー産魚碑誤と於いて．  

将肇作東た■■は⊂勲乃巴額′軒隼濱がゴ雫．Z％と凍・乙鴫町立蜜し」し、   

でI飼料好殿革穫咋儀のゴア、／％・爾劉封奄咋筑の軍？1．ゲ％・のノニまこ疋   

り．／声め隼濱粛横丁ユて吋畠謂輔ヒびd｝ニ  

まを、ノ日ノ簡当りの・ざ芋菜将軍虐．ノβlぎ紺（・あろが．．路儲魯焦   

作虔基線く乙．73即ヒなり．咋察策．牽のよし＼ヱヒ小うか〃ヾゝれれる〕   

げ．訝倒（之）   

／田か甘撃亘協Lた感牒瀾潤迅和2碍肇亡あ一ト；∴モのうろ・総   

革作常に∫ヲ伸一＝†．メ7・ゲ％∴ついで脅威L作票カr∫命＃〃／％   

（、あり．Z∴オ．2＝つの作壌で金体のプ／∫γ・－よ占め⊂ガリ、賞軒唐人   

や錦水′隼ま広、億小であ≡つ／之。  

果た．ノ弓ノ鰯登り（ろ作■鉄蹄間ば．ろり．ち仰ヒ極めて籠攣酌でめ   

り、頭金御免食IZ打け・ろ瑚松草明∈・軋 ゴブ材〃1らノラ3秒まC・   

ヰ閥ょり．ヱJiレヒ良トっ ⊂あーリ、 ヱのや執刀爬隼の良いヱ ヒがう〃、がれ   

イしるレ  

ズ）移動！註解   

イ．黎明（れ   

作栗・三尊い2移動夜啓三こつし、て醜作肇腐牒ヒ争・ド傾何が・瑛ぼ鳥   

が．乙れぼ．そ力作繋∂凋希の粁蘇免隠甘酢稗浄毎ふよぅに一見の   

周軒で・作れれる乍喚で孟当悠姪〃＼＜、 璃餌作東のくjこぅlヱ作慣乾摺の   

覆い隼肇でばその象韓邑蚤くぼっている．  

即ろ、ノ艮ノ ♂に武了ようほ合掻こモー謀2占ズ2′ガ〔であり．モの「町深   

慮．語句作東が績も軽く／占ごイヴとと・せ′珠のムズ．〃うん＝し、で飼料覇  

啓咋償の52ぴ．∫′〝亡．飼料塵取咋察（鰯呵のみ）、清濁ノ咋装、吾人   

作壌の噸ヒ鱒ってし、る。   

■ しかLヾ，之れを作壊昭圃ヒ珂凍上之、嫁廠免償l乙尊チる移勒鮭髄〔   

埼閤咋実のみであっ放か∵ト引喩くと、チノ控その噴布か入れ質り．総   

句作蛍の∠ヲ・ぎ％っし、で‥餌弔辞瑳イ軍乾の／2∠％、消稀1手掌巧／クぎ   

％、朝科象贋作常のデフツら 手人件慣オズ．ぎ％とば烏。  

茸－た、／百／敢曽ヶの移一亭？鑑観官、／ク、〃利（、あっ乃¢   

q 守一糾（2J  

∵・咋■景－∠培」ノ乞拶酌鮭常夏、／ゴり作禁令計で、ば．感／チ化鼓すム   

うー∠ク亭ラ‘．・r升L．ロ、釣ノブ∴その】増資暦乍常にヤ勺／〃ク∂れこ ∫∵．牢ケ）   

占零してい，るが、、乙れ∈L・舘常邁：琴・J乙≠虔〈りの七っ頼朝斡舌膿八ぐ、い  

（∂9）   



る丘めほ．通路が塵くばり．耶／閻薙が人らはし、ので、．磯野一畳微から  

ノ石油定石の′ヾケツで黎回ほわ仕りj妄礪して」、る乙ヒが横国ヒ以って、  

その移動隊解か、貴くなっているので、呵科を横町盈絡J乙打くZこ【こ  

ぶって、評己斬尊皇遥玲「乙入れれぼ1移動陛衛生廷鳴㌻る乙こ∂ぐでき  

るJ  

つし＼こ・、或出し一作票ほ督召チ∫ク孔 ▲ ゴア．9％茎啓」てら－り、解軍手  

の頒へは瑚豚はのみ多≒J、賄たする嘩顔で釣るたやtZ・デ♂牙乙ヒ・み＼以  

く、鉛7Kl之聾すろ移動敢賠乙∫2，∫労しと確かて、あっ佗，  

′冒の金作薯を、／薇当りの拶動距離ほ礫博すると ／チ♂4り兄で  

あり．電㊨研究会は紅ける．碍傭項の詞隆事例でも／顧当り∠．9仇  

刀＼ら．ラス・ヨガ乙まごの煽があ′つ．ヰ呵／／、占耽零席ヒgってし、るヱ  

ヒか／うはぼ裸＿卒倒慰ものて、あゐと言えよう。  

肛 粥沓打象級含の取渡   

館産・拍ひ1、1ヱ／咋繋鍔魯互ノ行った緻舎の－緻凧；荻生表せ針 最Zク巧ヒよナリで  

ノ⊥、．・二J．、  

Ⅳ 像卓β打町意志書受の接琴紺形汰寸法  

／、確報別 懇容顔涙新線虜の腰準閏形1末寸法  

（ノ）貯屑痢啄盆   

／）藤尾勿標準卵形媒，寸；老  

イ、馴 薯 惑 款 （嘗野茂び痘層餌1現膚頗衝〕  

蝉  
デンマーク衷蔓   額河  磯薗テ町  ま一株房の面層    収屠  一顎繋り 面    旦凛引  

れ ′オ【  〝L 就  れヱ  ノ椚Z  毒針谷頭薪     列   翻閻  和明紆  鼻声r  諒叩  計 竹乙望  】閤敏 j 璽ぎ竿  薇所要額東町   

産 衣 型               卯 
l   

社頭軒  

一乾  

嘗  ヱ均′デク  ／之Yヌク  7．ヱク  タ∠ク  ク・7′～  ク．ぎ∠    ／．ク♂ ヱク∠  

屈」方  
型  
飛型  

／ク  

ヱ∠バヱ／  子／〆／∫  7．√∠  √．一グ∂ m  ／ア％ 唇  ノ2   ク・斗・〃∫     ／み身重ヲ．∂∠ 1  
勿言訳のいわゆる「乙＼ユし虜像モ疫、称賛布ヒ腐所の庄′斜めなし＼定訳型壕  

金／Zよる密斬零式が．紆嘗廊金のノ相貌閑なゼのそあっ毘が デ＞マーク  

或豚舎♂喀へが、争顧叡飼育衣桁えの契磯とが〃、）具象、究々巧偉宮原  

、、－・、＼   



草之♂  野里 承 舎 の 歳三邑  
喜珂 倭 各 項   ノγク．／   ノ∨ β ス   ル′ク 3   ノγ ∠）率   ノV‘〉 ∫  

闇■阪■■こ 窒   噴 泉 調 香  ．脱皮 て箪栗粛奄  d■■F湖■■F  
♂∂頑  ♂ ti ∠〉 領   ／ 9 2 餅  ∫∫∂現  

1呈  隆 史1歌 暗  式  壇  鉄     骨   

ムr  し  J廓 

本態がラん列鰯し＼各  ポ賽（カ、ラス〆怪し、鼠  仁J   ‘ら  
し   

／ヂ 2牝   一？ズ♂ ル」  フ、¢／’〃⊥   

タクヂ ぺ まずぎノー」  ・チ．∠4【ノrノーう／九  よダク入j，占β′〝L  

J．クJ∴く∫．メタルL   ∫．メ4（入′プ．y∫九  〃．2√ズ ヱ∠♂舛  

∂．♂ヲノこ j〟∂机＋≧ j．〆亭々／．♂‘仇  ／ノ∠‾ べ‘タ∠ククt  

7、ロ ツ 7  …7■Vッ7邑′んクル捜  小 竹 札 朗  フl、ロ 、ソ  ク   
メタ．ク～7♂．r   7く‘‥r－7∠A勿一〔  クク．クん7エク∠れ  

山 和 八 飼   アク．占¢ノ介L              小 南 又 ■群   爪 形 凡 ノ珂  小 形 丸 々屑  
グ∫クごカ」   ヤク．クCタし   ■7♂．フ 乙〝乙   ク∂♂勿，乙  

ユ ニ  
．   ／   

タ リー 十  コ ゝ ク リート  コ ＞ ケ リ ート  J レ フ リ ー L   碑 実  ⊥   ⊥  
胞 形 田                       翁／墜燐≠    封■■だ                  承の■卓孝養顧客〔  ∠ ヱ ■言‾‾窃               畑伺笥式、曙列机承   滅せの落■「よ  ぺ珊骨左卵上南扇  ヂソマ′ア釘 ノ促音り 痢微  穴珊官式花井‾‾面魂  ヂゝマーク式琵琶撃列席言文  脛  鼠 ヰ爪ヱし上平＼  戸占チ∫／比tく′ヱデゴ2j平】  ／ヲ7デ∫〆（．／／一ク2碑】  2（Jチタおガ（ク〆．ダ～坪〉  ／ダ√ぎ7が（上菅スr坪J  ヱダ貝甘利2（ク√／｝き卑】  容  屠 常 備 虞  瓜       埋  ．広                           度  ノ盛′撞の 形式、  ヒミ 乞 ニ グ ー 姐  乙 ユ タ ー  里  」 エ ア ー  昭  コゝビキーエゴゝ・幽 一 ‾‘  ・l  才象  jて4寸ヒ勾紀  山〕ゼ欽才虎   ／β  せ．烹蒜発ここユ禁叫√  署史スし一卜 芳  蔓襟警警霊／p  波形 ス」一卜 ／守   屋通牒F通イオ  ぬ  玉  顔  抱   き   取              ヾ 三 ヤ  収  タト  外壁の萌一帯  フ’ロ 、リ  ア  太 才才：フ、’せりク  ′■Lロック：シ磨形スレ十  ノ■－   f7   ・ソ  ツ  ア、 lフ   ツ  ア   悠 8 一斉 屋  鳥l         し            出ヘロ功■倍達  前 倒 鹿 吊  力も   葺   」  水ごこ〔〟ンス抽卜書い斤 談合・fミJヰ盲く盲J㌻周さP   昆   ′よ     覚 打席′腐妙むユ   プ．ブ タ〃Jl               ／．rr‘わL     輝 訝 世    鮮喪那 覇 方・里  兼房．チ†礎 方 山  新鹿町側 す 姐 排便珂薇方 姐   揮否所 ′」朝 方 型    J抑‘う，竺r．．ノ妻怒、  7．∫．㌻メ サクゴー妙」             ／ス〃∠．才（∫．ブタ咋l  ．ク．7♂九■（申‘ギ）  J′き5釈ク（気∫J甲） ′√．メ♂桝’（鎖フ∫∫辛）   ／タ，¢¢ガ（く才ダ∫竿）    ㌔．クう【＋ノく＋j．∠（l飢  ヱ∫√メフ・フ∫タL             ／′ク∂剰戸卓ブか呼）  ス∂′仇t・2．／ク坤1  ク 

炎   滑郭佐野帝軒偲珂槽  】デンマーク戎乱し例席  デ、ンマーク式場し飼楷  濾L罰伸、前期聯任し  ヂゝ7一ク式、温し飼滑   
苅  構 祭 符 科  コンクリートIl、刑几伺  単軌上菅ミコンプトトむ⊥ダし  半督は官こコ叩リサモ′け≠  ブロlソク己ル7′＝吐上  羊河上琶こフさクり一トせ上   

主  ∫Jケ．㌻〆′（   ヱ≠∂，ク ごのし   タグタ．ク（柳し   ゴj「〃．ク脚．   ■ソク〃．クルL  

∠ク√£のし   ネタク亡ガL   ∠∠∫‥クCノ化   ∫■∫1「（一〝ん   ダ7．ク亡〝L  

さ  ノキクヘ／メdタ∠ンⅥ   ／r〃（ン刀L   ／∫．クGノ，L   テク ・・－ノ ′ヱク〟圧   ／∫．クGすJt  

′∂＝クC／′L   ラ′♂（材／－   ブ♂クβ〃Jく   2〝、r（〟化   ヱ♂ク｛′′1  

楷   ／クク仇   ノ〃 ク 乙ゾlし   ヱ∫．ク占〝し  形                                     毘                  礪             ≡覇堰 曝                  邁別席こ             J橡忍仰「簡さ  ′／ク ーー／∫．√亡〃（  ′フ，㌻ 一－2ノ「チタ机           飼槽俊 の 噂三  7．チc・〝L  テク乙′It   フ．∫Cタ7L   ∠．r～ ′ク．♂G7几   ∠ク（ノ〝t   

ノK  凍  何 象  水 盤  竜 泉 7K 弛  官 象 7lく 螢  匂  象 7K 増  号 泉 水 捏  
魅、                                     め  水 客  棺司 書雷  魚 君  コンクリード払ち形  コンフリートミ昏方形  コンクリートミ愚才酵  ユンクリートニ 月形   
水  頃  ′ヱク．ク∠〝札  ノブ7．∂占〝t   ∠ヱ．クレ牝   く／ク．クJン‖．   

■′ぺ  傾  2タ、ク∠′タL   ゴア．♂（わ明   ヱ∂．∫GタIし   くJ少一ク∠タメし   

窒  淋  王  ／■ ク占′′L   ／∂．∫㌧一－ユヱJ7戊別   ∂．ク伊t   ∫ク占ケ7L  

床伊らの房さ  2∫－．クくノタJし   ′∫こ∠フ∠ンガと   ／〃しク（ン〃   ／♂．β ん：けL   

コ ン ク リ ート  コ ン ク  リ ート  コ ン ク リ ート  コ ン ク り 一 卜  コ ン ク リ ー 「  
′タク．ク乙〝し   ノ〃♂．ク乙〃9し   ／′」7．0 占〃りし   ／ノブ．r乙′，し   ／ク∠．∂ ク7J（   痘  ノ晴 畷 材 静                                    ．礪              田  上戸膚空 利用代疲   左〔  し  な  し  ねこ  し  な  L  甘  し  

嘲  掛倒こ水洗・入ガ荷   
別号：7K津、＜公頑  絵師 こ 水 路  給倒 こ 水 泡  鉛           賛  項」角祭重焚  ．コ ン ク リ ‾卜  コ ン ク リ ー ト  コ ゝ タ り －ト  つ ン 7リ ーート  コ ゝ ク り － 「   

Zク．け こノI（   jj∴クJ〃一し   j♂．β（ン机   タク、∫シガし   27（）レク／し   
旦ノ／  炭  県 境             ）■ガ  落l果さ承び勾配       ■ 幸／ク．クー2∫ク〃t万；  ′   Ⅳ  ＝用伽几L 7嘉  ～．クヘそ〃．♂〟札 7ヲす        7．〃～／クク（オペ 7J㌻   

戊  し  故  し  コゝフリー「  L   

／．7タイノ．アズイノ〟〝1   

萌「  析1ロ ノ 葵′行  〃．プ′ズ子きナウ1  尽  と 蚤  榊恩漂、言霊  ！泉    タ・♪バノ、クスス2〃l   し  3．占少 々 7クα叱  な  し  ＿ ′ ▲   ■   

ズ∫．フク′～〔7∠2年）  ∠．〆牙クJ㌔αタβ坪j t   

壊一 壁廻の斉∂喝舛   iL  原   】／∠・〃〃ガ（射7坤）                     一別   化刺 千 粟⊥室  冠  省り   
1應 の 方1可   ま  諒  き敏  感  両  紙  領  苛  最  適  

しi荘  
叙  し  ぼ  し  ぽ  L  ミ                                                          な                                              薄化瑠の君恩、な  し  陸風去汚濁渾北柏  な  し  蛙  し  

額  胤  1劉  

真   ：筈！ 瓶  娩 出し 汚濁拍  7K  済   臣斡L 西                                            ノ                                                                                                               し   度                                    埠 1・野 草）庚匂詑扮イ土上穐、雌鼠鋸   配 点、 倒 閂  配  合  飼  料  縦谷層司料こ尤上碑  夜1扱こ厚木丁配合一押萌   i乏 芦汎 酌 ハ。17。   約 餌、符 ガく  朝 吋・け  ホ  萄                       之K        茨   可く        ミ亀  水                      j■i写ろ敬三  ヱ八    ス  バ＼  ／ ぺ  ノ  八  之  八   
≡浸  ／ヂ学頃   ・▼      一   ク∂占喫   ‘   ノ1：⊥  

】堪   ／偲∠好局べヱ環  ∂琶家屋ス ノ贋  ノネ箭／β蹄眉モ押付】鞭給え照   

ヱ。梵  ∂ 頑   
≒   Z．〃∫敬   ／．j7クヂ「4亭／頭）  スクずタIi（〃．さ／坪）  ノ2〃動卓（ク．ラ7呼ノ   ♂4J＝現   

ヲク年チR   うず年2弓   ヲ9年子持   
一  プ∫∫、βク∂阿  

rク∂．クβク円   ／．♂戸ズ．ククβ省    【ダ∂ク．クク。珂   
′フク∂．ふ〃ク円  ／．クアズ、∂ク0円  占∫∫、ククβ円   ／．′フ〃ククク円  

紆 ′／／クク円  約 ′∫クク♂円   
／エJ＝〉ク円   ク∂ 
アマ．クββ再   

′  漬 ′・■   官  ≡ 琢凛吉り¢郎†∂、9∂か，（クタグ畔）   ／．7Zクi～（わ∫ク√竹        貯  ′′’敢屠り蜜ぽ  パ■〟き℡‘J（〟才坪）    ／ク．7β俄，rJ，Z占巧）  き／．さヲ裁1テ√ 2′／再  ／ク，ナ／Z円  ぎ   4βクク再  “′／宅    ⊥【…  J  ∫宵   占7再   ／ク√円  



咋に薗合するよう僅々の媒啓が行われ．．現在で・ぼ綬覆型ヒ乙云ラヾ三デー  

ンマーク或啄金が腎虚してし＼る一   

戸㌧′マーク式県会の蘇房こ1憲本召9な形ぼ、間口2．7ノ托、喫窄巨＝；肌席  

席の啄務に藍覇値覇の老のでg簡覆蒋を収悪才る方よ←潤一乙一子依包ねの  

鯉皆こば／額の離乳子豚之一群ヒして祀胃する傑垣Iヱ直して」＼る－   

しβ＼L、ヱの形式で広瀬群が；名繚壬れる準例もしぼいしぼ、、見頃lナられ常  

用隼徽の籠費が象くだし、佗劇．嗜粁ヒ斬壌餌の薗薇比2ミ／を3こ21Ⅱ  

ヒレ 屠所ぼ煎が伏■臥し得る針シ頂膚l乙止軋 且っ一際の穏頑左／2観  

荏原1こ噂融L、作署策牽の同上邑はかdようエ尺三れてきている。   

又、個l石亀型樅療町衣で庄、興行を冠かく．L．瞬催する2廓彦の疇壁  

を7シブ′レ注し、肺の曹姑息割田して報蟄を行わ吐て作常を能率化しよ  

うとするものであd。   

なお、∫ク領置度の蔑項であれ淳、、単列型ヒ寸るのが一顧和宣配列モめ  

∂】  

ロ 有賀諒解（寛プ行戊び、感責蘭傾曙技術）   

ヱクク醸頑廟の賓寮慈辞ぐ、窟、抑積の孫彦教主増加し 額列ヒし几ア  

ンマー7式称舎が一解節ぼ形でろるが、空の叶に．韻事り詠各色二命写ろ  

両帝冴蘭の、雪穴に．両蹄認爽慮り雛祭町互簸げ、秩序の両側11作肇温塔  

互ヒる形式もあり、琳餐町監共通t乙するかわり、lヱ作裳薗硲がヱつに差よ奄  

ので感軍旬掛まそれ軽舟；′し母いが、乱費清帝の甥ケタぐ節減よ乗る。   

なぉ．御方郡安所型の遊の夏場列ヒ了るとさば旦化園Llろラ】叫疎密の  

辟奄啓を、一方Iヱ寮〆るヱヒにょって碑斬首棉の慣刀皇軍刀化するZヒ  

丁ヾ＼：亡雫うー   

腐連夜産季乳と打ける正代最靂や・企常節穴穏旗壌啄巧撃融点プレ、〔  

乱 その八開今の彰のが．デンマーク式洛舎左蚤粥ヒ丁為わ式のも巧で・  

あるが・常食◎髄削怯や作褒照準哲の億オ、む私宅寸べさ魚ゲあやの㌣  

正卑一軒屠2ク（ゴク領監一輝ヒ丁烏八辟葡萄終巻ムご盈預されゐょうに  

なっこいd。   
■ 

しかし、乙のよぅな大増額倭～針乙みし＼こ乞渡滅†之みいて七一礫の〟ズ  

しヽj、   



蕗訝荻夏3J♂頚一人Jアト∠止のる方が．17訂讃1且生や珂笥環境から魂てげま  

しいウ）のと鬼えら爪る＿ ス．乙のよラ昆六庖鎖積術につし＼て〔音、）哲〃化  

ノ）∴・ノ†に二当紆 請絹方洩も水泡㌃衷ヒなり、旦．給餌有‡麦iとつし＼ても流．  

物性伺革iLよる確稀浄個々■方式邑ヒるものが草し、。  

／＼・尺趨撰経営・伎術  

ほ雷  演繹「 四畔喫行  針  観教  
・舛   カ【土   訝乙t   ・タ（オ   頑   

収容  

ほ頑射 L穴薮頭祭  

£タ耳′∫   ノ’♂．プ・  ■ タ．／ク   こ∴ノ  ▼J∂・   ♂．占∫・  ク・27  クチ  タ．∠占  

一群2ク頭の大群僻常形式■lま 間口r・夕列 奥行．卓．占〝乙ヒ尭準望デン   

セノーク豚舎りヱ僚友呑臣ノ電彦■とし．穴葡萄計之よう⊂作崇熊牽の御上   

ヒ 坪台り収容宥恕を確か口丁るものであ・ノ．水洗方ズによ農務合一乙は薇   

傾斜ヒL環略∂、ら漁7Kほよって琳水覇l乞■汚穆と洗出させ．又流勒瞳萄革  

IZよ卓場合ほ、底帰珂レくずトの床」d一額下がる乙ヒ仁よって環珂の汚衆左防  

止フる乙ヒが針永か   

－静ヲク＝層勿六酵帯革形貫療、間口9〝L頃窄ヲ▼ク乙ヒし・前記2ク項雇   

輝度虜に嫁入Lで．大群′餌胃の帝都娃左茅用寸る形式である小 宅た、、之の   

形式ば 一掃は入監勿吸熱富徳へし得る繹葡萄票隠琶IZ恵窮すヾきもの   

モあ烏－J  

猛ら 之のようぼ大鹿飼育で乱 蛍腐那弼が良く慮るため（扮句僻竃   

で約／＝∂ヒゴ′＼Z‘日周）嵐殺の庭坂が尾くぼるので．取落中央にヒリ喧   

でしの彪承る欽礪を哉腐L、虔戸r「側に観象の浄4だ堅へ子終左  ぱ密正   

し＼冊首瀞き鵜愛所・野りに／∂頭程犀収容砿承るように配線了局／少草があ   

d。  

（2）啓虎啄舎   

〃 豚屠の裸簿鯛形状、丁迭  

イ 軌歎承帝、（解雇推称5應）  

間口フフ仇．褒才子2．7別の執務けノ観ブっ収容L．命硯二婿d、終身  

の前方（餌摩倒）互聴いた2～夕方の四壁より約言βわ7擬して吊ごエ′／  

へ・ヲク（飢のヒ2ろに 強権テクれ内外巧鬼天らこ 大国の叶や毒矢ノぐ17ク  

で▲化叩っノ三堕煙硝＆鼓けて圧死を防止する  

（叫・〉 ■   



「  

ス解雇の〆膚ク♂かルカと～ろム．礫偉功礪（クβレク′（の三笥形一）に  

清三3ク少札 ヒ ∠ク ％ノしのヱ・顔【ニ九九響で、／「ヒ拷り、 Zのイ叫の平に′広還．  

苛や承舛・痕亀頭生談潰して子輝か、召由に蛍へで、きるようl乙」、ZZ仁   

虐司叩けの出頭烏感籠稗を喪浸丁烏．   

ロ 青紫着帯（額弟咤2ゲ領 産ノ頭）  

鰯か化ヒ鹿討賓を低頂丁る這のに、飼番頭課のヲ♂⊥J∫毎 勿舟渡  

承虜ヒ．阻軋硬から喘鳴新野中収展7る軍備藤湧を額牒ナる  

⑦ 考餅風覆  

間口ブ．∠ク柁ハーg・夙 喫窄フ．ア／れノーj∠〃Lヒし 

の辟句皇子千う之のに幣常時の舞台き促】7ろ丘めは、飼稽の病婦を占ク  

わ7t画商に喪主 ′2例プつに直射数威し、塵勧濁音ノ電撃り、ヱク〝乙干  

以上ヒり頑感に連動苫ヰ守わせる．なち■ 解市点．痘痕壌邑一皮恩レ  

蘭僧に没入し破壊得手の矧飼g低褒ヒするミ）のにば．應嘩毯の凍魚  

礁に喫J－上線軒する．  

⑦ 命後席彦  

岡ロブー〃J巨財Lへ；クク耽 喫行ク．∫ク舛乙′、プ．クβ診ての称房l＝骨髄  

禰一宮後産了る。  

之の命挽豚房に合成予英日の7日ぐらい解か＼か収容L∴機関中米  

勿出入ロから痘間濁佗台頭lユ痘㌧＼とdて削れミ吐こ島・き、外観弓jlく  

稗与豚の恢が、法定するまご■の間珂軋 磯部催促一輝こ・横風し、墳、虜フ  

即扱虜乙れをヒリぼブして堕勅喀！三■竃也l二出られゐようにする。又  

ヱ～3必徴、一方のイ泉硬解き嫁して他生成す●せ灯1・火終審乳巧までこ  

の状趣モ碕覇で皇d。争唆礪貞、情占∫扮し、膚≧蛙／額め珂痛2ノ・レ  

乙〝乙で・∫ク勃グ乙ノヾイブ。で3翠′とし，床面か、らの簡芭とテクC刀Lヒア  

合。なお 後部イ免責閥ば．忍体¢体亀に煎じて／．占 

可動式ヒし、覆面ヒ虐癌tげ鹿ヱタ伊′Lは礁7よろ，こ作る。  

之れらのみ俊湖ば、ヒリにますしが出水るように佗れば・．ノ氷塊承吾  

甘卯に汐留郊に硬鋼了る乙ヒが磯釆ろのでぬ顧脚牒の頂けらも有効  

である．なお 合成終車lこ附属了る直音∂嘱1ゴ．合一鹿窒の5′綬＝久上の  

爾領ヒし．各面碩l雇モ妓．ミヤクー皇付殺する、又解凍としなし＼場  

合亡・も軒下2ガりぺ上ば錦薮を丁る′と客加、ろ烏．．   

豚念牒、閻のイ土線、寸法  

（′ノ 宏勾乾   

取水乾腰が芭宅謀祭埼ヒなる承貪ち、由、庶作りβ～弥舎の亀谷皇半ば定石  

（牢）   



す凱／慮斜の方向恵、所感斜ヒ了烏ヒ額樗の国リオゞ本牧生Fて訂り、顔／嘘舎  

J之Lた‡務台、Jよ．わらが汚オし雇い。   

称の塔魯感．覇経と磯牧に占）ヰの割合否かかるので，∴離水の乃めの項  

解団・層別ヒしく句碑カ＼らゐて後場和二認印お節壌所よ∂他の勾■■配色ヒ  

リ．しかt乙蘇の照ろ部分ば機外薪く作る．′虹尊か、あり、豚舎の／間【乙」恩1っ  

反古が覆し＼．   

暗ほ、風勧娃萄碑星給与1‘る礪合托ば、痕印度嘉一勾酷で覆し＼が、乙句  

境解叛舛威フ細り直塵低くし∴離水句離に吸ってZの野合由．左 ∂、．ら孟  

程腰ほ表い傾斜をっけて∵結氷とよく丁烏専勿注意が必黎でろる。   

冴お．庶のコンクリート成上塗は木雇でコンクリート金乙て揮えヒL・  

者確度遍歴の担面に仕上げて滑らなぃように配慮する。  

Ⅰ2）席塵．イ土招′ノ．   

相称出、7、、口、ンク 爪．形屯朝 本舗等ヒL．帝壁の痺さ践、肥寓琢諒ご  

痔   ♂∫へ9∂ 伽乞、前額商 ♂∫C釈とL 贅後節舎で由膿飲屠クク〝t  

碓毅彦／2利を層別ヒ丁る，几額等の間痛感肥帝歓㊨モ臥 7〈〝t甚、冷暖  

蘇各で由一ヲ・∫助L卑屈虐が膵弥彦ご宙／ク〔カり覇簡七夜準ヒする．ス・穀珂  

ヒ触感軒の仕丁刀りについて虔、藤倉の形式†てよってばぬ聾モあ久 プロ、フ  

ァモ覇王、£上紙 程喪がよし＼。  

ロ）飼橿   

打已首線合を庄デンマ鵬ク式遷し飼槽と一席の現象頭数が認食しぞ掌る寄主  

えけ躍療（タロK♂ 吋屑惰T 2ざ・ヲ4物t土／、／／どれ）で／萄些り鶴27∠汐仁  

摩蔑みれーまい良い。ス、その哺蛙ヱ〃へ3クC〝し握顔で、夕寸ヌ緩／尺のエ質  

草動き摩し＼ると疾い。飼碑の底d夜前で・も覆ぃが、圃曙の終着倒る＼bの覇  

王は／∫〝・乙．盈路側からの藩主乱 5ク～∋∫勿ク′L産顛ヒし 一前額のノ喀斜韓  

磨＝zよって珂魔への時ゐ込み星防止するたれ ∫クD寝顔ヒ凄い傾倒去っ‘ナ  

る／比重が、あゐ。   

解題豚舎の辟詞敏彦甘慮．（／犬2寸）・ヨ∠勾配上官ギ釧の靖し爾膚を、分  

→絶像秀産森動Zd、ヨ占抑t 孝馴土囁占♂潅乙星豚彦一ヱ終に 亀腎剰鼠や  

や商く頗卑と付けて南開からバふL準出↓こ教隠すれぼ、鼓し＼む  

姐）裔翫水頭竜毅   

覇稽濁潔な′敦フK左．与える乙セ■の壁慮る7K稽腐塵一乙ついて札 束恋、叔準節  

㌫ものがぢし＼、男尊、釈が水谷したり、取去跨ゐ入水る寄のため飲水が涛  

談され局いので、、象在，市酸きれてし、ゐウオーター カ、ソ7りZゼ∴一番一ヌ温  

かあるか、笥應 フロートざか 項皿一時下け、ざ等のウオーや一かリブ色韓摩すβ。  

、－J」）   



ウォーター 小リザlま、：排契堵にル頭婁り／智を床から ′∫仇．の囁こド蔵置毎。   

乱打粉・牢打水の縫帝音速や 7†く洗方恵、の泳法で・績小参観舎で、石森考  

花餅豚舎モヲ藤森に．ノ箇巧水運俗7K々全と穀覆する′更零がある。  

の 盛罷．   

孝司風洛ヒLて閃いる痛会虻 承大のスヤース壬′忠牽ヒ了烏作薯⊇ヱよっ  

こ決まるオぐ、車免 責礪【ヱりや刀一と傭甥了ろとき感叩／、ざづ托躍蚤である．   

Lか＼し、水洗方式や ハワイ7。ざZよる乳働政飼料綺領方式モ惑，／プ乙礎凍  

ぁれば毘命、モろる．  

め・樅水車   

解氷幕の腐や潔之醇、轟礪方法と■灰潤する象異によっても賓ばるが、そ  

の屑は番頭スコ、ソ7D勿腐 ヱ♂∽′L から ヲ2ど御L雇烈は藍悪で．勾配す畜  

舎の祷領の漬さ仔よっても貿なるが、大恋浣窄声が祭準でろる．  

け）摩横型 草体億塵叔配タ‡i方泉、   

屋根型 新高 天井の筍魚ヒその材頒尽か、窓の孝′い、形茨．大きさ苧環  

金噌の逓展や現象濁凰痘びほ壊老巧炊痔ピノ象篠なノ河原玖、’ろる．屠碍型痘．  

単利で喧ユンビネーショソ 腐句で威その虜頗J乙よって礪雇ノ晩蟄や セミ  

ー芭ニアーょする．   

町有ば．単利モ／牒／犯．環列∈2イ・耽が標準ご、天井のない新患でスレ  

ート、ス灯飲腰原信の虜針Zは．摩侶賓JZ不毛た／ソト孜等の断熱材が躍  

層モある．   

洛は普通上窓ヒ盈風のたのの下恩（相恩）とに区部主れるボ 曙窮f鑑感  

J∠みける夏季の窟礎希ノ韓左岸えると．冤恩在席モは，頭息の蓉煮があるの  

そ 蘇の行劉する僧仏1正好．郡ろ．席上gク乙ク乙牽顔ば．全ノ撃扇が周蔵で  

きるようIZつさ土けい怒、ヌ療3杖の創生虚し＼怒とL、冬季1壬これらの怒友野める  

乙ヒ1ヱよって簡易何頭よとなるょうほ家計了る此吾がある。   

上客吼 二瞬気弱節ヒ確光のためJヱ此辱∈．乙れ底ガ、ラス煮り、引虚し＼恩  

ヒす∂，   

櫛方向ば．正雄承イ千IZよっこ沃乾すべきものごあるが、増収蔑孝明窟私  

＃頭目星重けるため，領牒ヒするのボー凝腐劃である．   

良■お＝布川上伺鼓する格各I乙広．墾象紬ほ蜃フ～β例．の前衛か膿琶で  

あるが．爵滑 車列で、2オ乙 頗列ち≠甥Z宙必零モある。  

（ゲ7）   



3附属兎童ヒ思畏   

〝〕潅把㊨．玖登  

稚曜食ば．搾取／敢当り魯ヨ．5ノ飢2 ヒL、コンプ′ノート床l之慮′僚斜をつけ  

圃汁囁ほ況＜させ．此す■虐接星■感ける〕なお．磯威令嶺による靖  

凋方式て・d．山嶺荷であれぼ、原油の上ほ推祀懸を穀濱すると簸い。   

腰尿倉触方式′Zよる尿；竃d／頭当り／dの和風．審氷層を／クゼ  

ヘ／∫jヒ放る′む重かあク・ 

モ・＜み出し欄J乙薇礪するp なお 帯食の帝慮から漁れる雨水慮尿  

屈1ニくタいZう灸Tc［うほする。   

軌ニ／寧＜み出Jしをぬ乙よる録萌の魚層ぼら曾のよう一乙恵る．  

∴ 認盈豚 ニ ナ 顎  2£   ヱ〝こズ／都〆／釈  

〃 2∫一頭   ／クイ  r椚ズ2カL．く／一′‘  

－・－  ・・ ご   ． －   ・・・・・・一、・＼  

・、・ こ、  ・－●∴  －・：・－  

（2ノ 

虜詔あ廃船を主体ヒ了る冒象配合餌萄その他 烙承屑や，ヾ∨礪  

政隕威厳笥隼冬孝字へ2・∫侶・貴賓ズ・∫ヘヲ・ク偏に加哀しこ衆  

働状琵としノ之宗票三て 解串克埠瑠かノう府ソフ。アップ。’して解常プる  

お式でぁる．   

乙感鰐厨方式をとれは）／臼／囁当り鎗常者閤慮∫御宿磨ヒ絹  
軌z範牽が象＜∴ ス、肇囁を番かロすゐ場合ほ非常l之帝都各く・ある  

が．矛萄こ 藤あ′左官傑曙トZ応‘L・て．離合をカロう織するZとが出牒遇  

い欠点があり、針Z由一 越衝7＼㌣イア．に玖珂の俗翠ヨで・の一針珂熱が  

滞均了るたあ、森JZ霧孝ば竣麿孟唾才．る。   

Zのため．燕餞等宣TrJ何丁るほ威．墟餌ノヾイフ。生地下に覇者す  

ろ戒；琴ノ）（、ぁろ。  

くk訝）   



「■   

ノヾイア頼朝は笹寸る魔穀ぼ准紹下記のとあ、ノつモあ点。  

前科′慣坪槽  

層揮熊毛ーダー ／～ヲ痛か  

旬朝マ玲水京DンフD ノ～ク周ろ  

水  ヒ望  

濃化ビニール壁朝一管   占ク／れれ／㌧9♂／れれ  

給麿■琶．開閉 コックヌぼノぐ／しブ  

（3〕／珂劉摩  

J」＼頼模縫哲でd特に／飼車庫産別療iZ作か弘一尊は訂しlが、大観壊  

動経営モ虻■飼料軍又は、ベラ頂リアン7か、把賓こLある。今フグ∂て改  

題顔の均会．胃2回線縫ヒして詞弔奉の杷要衝頑左ゐるヒ イ河科  

一ま最大クククログ′比婆で・ある■かか 2♂Kぎ鎖で4∫♂壌魔朝出承る倉  

庫であれぼ、Jく Zれば針宮上／．5ク花頑喪（／∂疲）碕み合げて  

／∫列2の面篠が、角れぼ嘲∫2合うZヒほむるか＼賞礫～と由z′－3  

層類の解熱乞常碍薇出し；格るようほ格納すろ必魯があるので．  

スク仰2 程夜の食濠モあろ之ヒが留ましい。   

即ろ、作棄て絶賛を埼えて．和田∫．〃仇 贋弓守ヨ・∠牝 寝顔のむ  

のとなる．  

（〃〕そりノせの層‾i笹塚＿巽  

イ．何科簡ヌd習勧洛閻容  

tコ・ リ ヤ カ ー  

ハ 噴舜零ヌ白襟覇＼愚  

二 鞠スコツフ一茂ホープ  

ホ j甲周り  

へ バ、ケ、ソ  

＼】：＼   



ト  ホ ー ス  

チ 確ブラシ  

リ 隊 力 で  

又 そ の 他  

（∫の   


